
大

陸
（
北

支
）
　 

北
支
那
の
独
歩
大
隊

孤
軍
奮
闘
す
　 

富
山
県
　
瀬
川
兼
男
　 

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
一
月
八
日
、
富
山
県
西
砺
波
郡
福

光
町
新
町
で
、
農
業
と
種
苗
の
販
売
を
業
と
す
る
家
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
学
校
を
卒
業
し
て
京
都
に
出
て
商
業
の
修
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
、
徴
集
兵
と
し
て
検
査
を
受
け
第
一

乙
種
現
役
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年

四
月
十
日
、
補
充
兵
と
し
て
東
部
第
四
十
八
部
隊
（
元
歩
兵
第

三
十
五
連
隊
）
に
入
隊
を
し
ま
し
た
。

所
属
は
第
一
機
銃
中
隊
で
、
第
一
期
の
教
育
中
病
気
に
な
り

医
務
室
へ
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
期
の
仲
間
は
独

立
混
成
第
一
旅
団
（
島
兵
団
）
へ
転
出
し
北
支
へ
出
発
し
ま
し

た
が
、
私
は
内
地
に
残
さ
れ
、
長
野
県
の
松
本
の
連
隊
へ
転
属

し
、
そ
の
後
、
北
支
へ
行
き
島
兵
団
に
転
出
し
ま
し
た
。

北
支
、
河
北
省
の
邯
鄲
に
島
兵
団
の
司
令
部
が
あ
り
ま
し

た
。
私
の
所
属
の
独
立
歩
兵
第
七
十
四
大
隊
（
島
第
二
九
六
四

部
隊
）
は
、
河
北
省
北
部
の
彰
徳
が
警
備
地
で
あ
り
、
分
遣
隊

の
私
の
中
隊
は
水
治
鎮
に
本
部
が
あ
り
ま
し
た
。

島
兵
団
と
い
う
の
は
、
佐
々
木
部
隊
と
熊
本
の
重
機
関
銃
三

個
大
隊
で
、
昭
和
十
四
年
七
月
に
編
成
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
し
か
し
、
平
成
二
年
七
月
、
竹
腰
隊
戦
友
会
資
料
に
よ

る
、
竹
腰
隊
戦
歴
に
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
参

考
の
た
め
付
記
し
て
お
き
ま
す
。



（
一
）
昭
和
十
四
年
八
月
、
北
支
山
西
省
の
第
二
次
■
安
作

戦
の
後
、
河
北
省
邯
鄲
に
お
い
て
金
沢
第
一
〇
九
師
団
を
基
幹

と
し
独
立
機
関
銃
第
四
大
隊
（
熊
本
）
を
合
わ
せ
て
、
陸
軍
少

将
谷
口
呉
郎
、
兵
団
長
統
率
の
下
に
独
立
混
成
第
一
旅
団
を
編

成
。
五
個
独
立
歩
兵
大
隊
を
隷
下
と
し
て
い
た
。

昭
和
十
八
年
に
転
属
し
た
部
隊
は
そ
の
一
つ
独
立
歩
兵
第
七

十
四
大
隊
で
あ
り
、
河
南
省
彰
徳
県
城
内
に
大
隊
本
部
を
設

け
、
隷
下
四
個
中
隊
を
も
っ
て
京
漢
沿
線
鉄
路
の
輸
送
確
保
並

び
に
、
河
南
省
彰
徳
県
臨
■
県
及
び
内
黄
県
旺
鎮
の
治
安
確
保

の
大
任
に
白
夜
を
分
か
た
ず
邁
進
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
彰
徳
県
は
京
漢
沿
線
中
屈
指
の
大
都
市
で
、
古
い
殷

時
代
（
約
三
〇
〇
〇
年
前
）
は
小
屯
村
と
し
、
農
産
物
、
綿
花

の
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
都
市
で
あ
っ
た
。
常
時
日
本
の
商
社

員
、
家
族
等
約
二
〇
〇
〇
人
の
居
留
民
が
居
住
し
、
居
留
民

会
、
小
学
校
、
国
防
婦
人
会
等
が
あ
り
活
気
の
■
れ
た
都
市
で

あ
っ
た
。

（
三
）
竹
腰
隊
の
ル
ー
ツ
は
、
独
立
歩
兵
第
七
十
四
大
隊
の

第
三
中
隊
（
当
時
、
多
胡
中
隊
長
）
は
旅
団
予
備
隊
と
し
て
邯

鄲
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
、
大
隊
の
西
方
林
県
に
蟠

踞
す
る
敵
中
央
系
第
四
〇
軍
数
万
に
対
し
て
西
方
第
一
線
た
る

水
治
鎮
に
配
備
さ
れ
て
い
た
…
…
。

昭
和
十
八
年
八
月
九
日
、
大
隊
は
隷
下
部
隊
と
共
に
、
永
年

県
へ
移
駐
す
る
こ
と
と
な
り
、
部
隊
本
部
は
彰
徳
か
ら
臨
洛
関

へ
、
我
が
中
隊
は
、
長
年
住
み
慣
れ
た
水
治
鎮
の
住
民
達
と
別

れ
を
告
げ
、
数
十
キ
ロ
北
東
の
、
河
北
省
永
年
県
に
移
動
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

永
年
県
城
は
京
漢
線
邯
鄲
か
ら
東
北
約
二
〇
キ
ロ
の
大
平
野

の
中
に
あ
り
、
県
内
に
は
敵
（
土
着
の
旧
土
匪
）
約
一
〇
〇
〇

人
が
蟠
踞
し
て
お
り
、
常
に
我
が
軍
に
対
し
挑
戦
的
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
を
討
伐
す
る
と
、
ど
こ
か
へ
遁
走
し
地
下
に
潜
入
す

る
と
い
う
悪
質
な
匪
賊
で
あ
っ
た
。

交
代
と
同
時
に
前
警
備
隊
の
分
散
し
て
い
た
三
つ
の
ト
ー
チ

カ
を
申
し
受
け
、
警
備
態
勢
を
整
え
万
全
を
期
し
た
。
我
が
隊

は
県
内
討
伐
粛
正
と
治
安
確
保
の
た
め
主
力
を
も
っ
て
行
動
を

常
々
実
施
し
て
い
た
が
、
有
力
な
我
が
軍
に
対
し
て
は
、
い
つ

も
姿
を
現
わ
さ
ず
避
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
十
二
月
末

に
、
分
■
連
絡
の
た
め
行
動
し
た
我
が
方
騎
馬
隊
に
、
兵
力
少



数
と
見
た
敵
は
村
の
中
か
ら
襲
い
か
か
り
、
我
が
方
に
犠
牲
者

を
出
し
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
敵
の
戦
法
は
、
少
数
と
見
れ

ば
襲
い
、
強
力
と
見
れ
ば
逃
げ
る
と
い
う
も
の
だ
。

昭
和
十
八
年
秋
頃
か
ら
、
戦
局
は
緊
迫
の
度
を
加
え
、
兵
団

も
警
備
地
区
の
拡
張
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
他
兵
団

の
移
動
に
よ
り
兵
力
を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

特
に
、
河
南
作
戦
が
実
施
さ
れ
、
作
戦
部
隊
の
留
守
警
備
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

日
本
軍
に
つ
い
て
い
る
保
安
隊
に
対
し
、
八
路
軍
が
攻
撃
し

て
く
れ
ば
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
い
か
ず
救
援
に
行
っ
た
が
、
八

路
軍
は
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
あ
る
部
落
へ
野

営
し
一
日
休
養
し
た
が
、
体
が
冷
た
く
な
り
、
体
が
だ
る
く

な
っ
て
仕
方
が
な
い
。

昭
和
十
九
年
二
月
二
十
五
日
、
独
立
歩
兵
第
二
旅
団
、
独
立

歩
兵
第
一
九
六
大
隊
、
曙
第
一
四
五
五
部
隊
と
い
う
新
設
部
隊

に
転
属
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
石
門
に
集
結
。
大
隊
長
は
中
野

寿
一
陸
軍
中
佐
で
、
大
隊
本
部
は
、
河
北
省
井
徑
の
有
名
な
井

徑
炭
鉱
の
中
に
あ
っ
た
。

我
が
隊
は
第
三
中
隊
と
し
て
炭
鉱
北
方
数
キ
ロ
の
敵
性
の
一

寒
村
賈
荘
に
中
隊
本
部
を
置
き
、
北
方
の
山
間
部
の
数
個
所
に

第
一
戦
ト
ー
チ
カ
に
分
散
配
備
の
態
勢
を
整
え
、
炭
鉱
防
衛
の

重
大
任
務
に
つ
き
、
こ
れ
を
完
遂
し
た
。

我
が
独
立
歩
兵
第
二
旅
団
は
、
各
独
立
歩
兵
大
隊
と
も
隷
下

四
個
中
隊
中
、
中
隊
長
以
下
完
全
中
隊
と
し
て
転
属
し
て
来
た

も
の
は
、
我
が
竹
腰
中
隊
一
個
中
隊
の
み
で
、
他
の
三
個
中
隊

は
そ
れ
ぞ
れ
寄
せ
集
め
た
将
兵
に
よ
り
新
規
に
編
成
さ
れ
た
中

隊
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
、
我
が
中
隊
は
、
そ
の
即
戦

力
が
重
宝
が
ら
れ
、
一
番
困
難
な
方
面
の
配
備
に
向
け
ら
れ

た
。こ

の
方
面
の
敵
、
冀
西
地
区
（
河
北
省
西
部
）
の
共
産
八
路

軍
は
、
従
来
の
■
介
石
の
中
央
軍
に
比
較
し
、
士
気
、
戦
力
共

に
旺
盛
で
、
昭
和
十
八
年
頃
か
ら
兵
力
を
他
方
面
に
も
転
用
、

改
編
等
も
し
た
た
め
、
著
し
く
戦
力
の
低
下
（
有
力
師
団
は
、

内
地
・
南
方
へ
逐
次
転
用
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
）
を
見
た
北
支
軍

に
と
っ
て
は
逐
次
負
担
が
増
大
し
て
い
っ
た
が
、
我
が
隊
は
ま

す
ま
す
士
気
を
鼓
舞
し
配
備
を
固
め
て
い
た
。

我
が
隊
は
井
徑
炭
鉱
北
東
方
面
の
八
路
軍
に
対
す
る
第
一
線



を
確
保
の
た
め
、
日
夜
討
伐
、
粛
正
に
東
奔
西
走
を
繰
り
返
し

て
い
た
。

河
南
作
戦
中
、
我
が
隊
は
三
階
建
て
の
敵
本
部
を
包
囲
し

た
。
私
は
指
揮
班
で
、
擲
弾
筒
弾
を
撃
ち
込
ん
で
戦
闘
が
開
始

さ
れ
た
。
大
隊
で
も
無
理
な
の
だ
が
、
我
が
竹
腰
中
隊
一
個
中

隊
で
速
戦
し
撤
退
さ
す
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
、

隊
長
は
我
々
指
揮
班
の
部
下
に
も
話
を
さ
れ
な
か
っ
た
。

山
か
ら
下
り
、
私
の
小
隊
は
包
囲
し
よ
う
と
し
た
ら
敵
が
い

て
「
誰
何
」
さ
れ
た
。
敵
の
隊
長
は
、
そ
れ
ま
で
黙
っ
て
我
々

を
見
て
い
た
ら
し
い
。
そ
こ
へ
擲
弾
筒
を
撃
ち
込
み
、
一
個
分

隊
が
突
入
し
た
が
、
そ
の
後
、
敵
は
我
々
を
包
囲
し
て
来
た
。

敵
は
、
チ
ャ
ル
メ
ラ
の
よ
う
な
ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
攻
め
て
来

て
、
我
が
軍
と
敵
と
は
乱
戦
に
な
っ
た
。
私
は
最
後
に
は
中
隊

長
と
一
緒
に
な
っ
た
。
私
の
後
に
い
た
兵
隊
は
射
撃
し
て
い
て

親
指
を
負
傷
し
た
。
そ
の
時
に
は
ね
返
っ
た
石
が
胸
に
当
た
っ

た
の
だ
。
補
充
兵
の
田
中
は
、
弾
丸
が
口
か
ら
胸
へ
と
貫
通
し

て
戦
死
し
た
。

宮
下
軍
曹
は
、
敵
情
を
見
て
い
て
頭
を
や
ら
れ
た
。
兵
隊
が

「
分
隊
長
が
や
ら
れ
た
」
と
報
告
し
た
。
軍
曹
は
鉄
帽
を
か

ぶ
っ
て
お
ら
ず
、
額
に
手
を
当
て
て
い
た
。
細
野
曹
長
・
木

村
・
渡
辺
、
そ
し
て
私
も
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

迫
撃
砲
弾
が
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
と
落
ち
て
き
た
。
し
か
も
、
そ

の
着
弾
点
が
段
々
と
近
く
な
り
、
こ
れ
は
危
険
だ
と
思
っ
た
時

に
、
私
は
大
腿
部
を
や
ら
れ
た
。
気
が
付
い
た
ら
血
が
出
て
ズ

ボ
ン
全
部
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
。
私
は
「
衛
生
兵
」
と
呼
び
手

当
て
を
し
て
も
ら
い
、
宮
下
軍
曹
も
や
ら
れ
て
血
が
出
て
い
た

が
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
。

私
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
全
滅
す
る
と
思
い
銃
を
取
っ
て
撃
っ

た
。
撃
て
る
力
の
あ
る
者
は
皆
撃
っ
た
。
後
に
、「
度
胸
が

あ
っ
た
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
が
、
や
は
り
、
こ
の
ま
ま
ま
で
は

死
ん
で
し
ま
う
か
ら
敵
を
撃
っ
て
い
た
、
生
き
て
帰
れ
ば
な
ら

ぬ
と
思
っ
た
。

そ
の
時
、
十
三
人
の
死
体
を
置
い
て
撤
退
す
る
よ
り
仕
方
が

な
か
っ
た
。

点
呼
を
と
っ
た
ら
、
重
機
関
銃
は
持
っ
て
来
た
、
擲
弾
筒

も
、
銃
も
持
っ
て
来
た
が
、
死
体
は
収
容
出
来
な
か
っ
た
。
山

を
下
り
る
時
、
敵
は
追
尾
し
て
撃
っ
て
来
る
。
私
は
足
を
や
ら



れ
て
い
る
か
ら
戦
友
の
肩
を
借
り
て
下
り
た
。
友
軍
は
大
隊
砲

で
援
護
し
て
引
き
揚
げ
て
行
っ
た
。

下
の
部
落
で
、
担
架
を
作
っ
て
中
国
人
に
担
い
で
も
ら
っ
て

い
た
が
、
敵
が
撃
っ
て
き
た
ら
、
私
の
担
架
を
放
り
出
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
左
足
だ
け
で
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
歩
い

て
き
た
。

中
隊
の
駐
屯
地
ま
で
二
日
間
か
か
っ
た
。
そ
こ
へ
、
大
隊
本

部
か
ら
応
援
が
来
て
、
私
は
一
番
負
傷
と
し
て
先
頭
の
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
。
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
七
～
八
人
乗

せ
ら
れ
た
。

昼
間
は
、
米
軍
の
Ｐ51

の
戦
闘
機
が
来
る
の
で
、
対
空
監
視

は
軽
傷
者
が
や
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
日
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら

れ
た
負
傷
者
は
■
州
の
病
院
な
ど
に
入
院
を
さ
せ
ら
れ
た
。

■
州
で
は
、
空
襲
の
た
び
に
毛
布
を
持
っ
て
避
難
し
て
い

た
。
そ
の
う
ち
、
中
隊
で
傷
の
手
当
て
を
す
る
と
願
っ
て
中
隊

へ
復
帰
し
た
。
一
度
手
術
を
し
た
が
、
麻
酔
薬
無
し
で
「
我
慢

し
ろ
」
と
言
う
。
手
術
台
に
乗
せ
ら
れ
て
痛
か
っ
た
。
軍
医
に

は
「
ま
だ
手
術
し
て
い
な
い
ぞ
」
と
怒
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
出
血
多
量
で
、
大
腿
部
の
傷
あ
と
は
噴
火
口
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
破
傷
風
の
予
防
注
射
は
し
て
も

ら
っ
た
。
足
の
骨
は
痛
か
っ
た
が
、
二
ヵ
月
入
院
し
、
退
院
さ

せ
て
も
ら
い
原
隊
へ
復
帰
し
た
。

そ
の
後
、
中
隊
本
部
へ
勤
務
中
、
岡
田
少
尉
の
分
遣
隊
が
敵

襲
を
受
け
た
の
で
救
援
に
行
き
、
竹
腰
中
隊
長
は
警
備
隊
望
楼

上
で
戦
闘
指
揮
中
、
左
肩
か
ら
背
中
に
貫
通
銃
創
を
受
け
た
の

で
、
そ
の
後
、
■
州
・
済
南
の
陸
軍
病
院
に
後
送
さ
れ
た
。

情
勢
は
段
々
と
悪
く
な
り
、
あ
る
分
遣
隊
は
全
滅
し
、
兵
器

は
皆
、
井
戸
の
中
へ
投
げ
入
れ
て
あ
っ
た
り
し
た
。
私
が
以
前

警
備
し
て
い
た
水
治
鎮
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
頃
の
終
戦

前
に
、
一
個
小
隊
で
二
人
を
残
し
た
だ
け
で
玉
砕
し
て
し
ま
っ

た
。
敵
は
八
路
軍
で
あ
り
、
敵
は
そ
の
時
、
日
本
軍
は
負
け
た

（
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
な
ど
）
と
い
う
情
報
を
知
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
岡
村
支
那
派
遣
軍
司
令
官
か
ら
、「
最
後
ま
で
戦

う
…
…
」
と
の
訓
示
が
あ
っ
た
。
我
々
北
支
軍
は
、
■
介
石
軍

を
守
る
べ
く
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
の
帰
還
ま
で
、
銃
・
砲
を

持
っ
て
い
た
。
戦
後
、
■
介
石
軍
と
八
路
軍
は
戦
争
を
始
め
て



い
た
の
で
、
我
々
が
復
員
準
備
が
出
来
た
の
は
、
新
郷
収
容
所

に
入
っ
て
か
ら
だ
。

復
員
は
上
海
か
ら
だ
が
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日
、
佐
世

保
に
上
陸
し
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
復
員
だ
っ
た
。

北
支
竹
腰
隊
の
一
員
と
し
て
　 

富
山
県
　
本
郷
金
一
　 

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
六
月
十
四
日
、
富
山
市
で
売

薬
配
置
を
業
と
す
る
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
ご
承

知
と
思
う
が
、
富
山
の
売
薬
は
日
本
全
国
に
広
が
る
重
要
な
産

業
で
し
た
。
弟
は
大
正
十
二
年
生
ま
れ
で
、
海
軍
を
志
願
し
ソ

ロ
モ
ン
海
戦
で
戦
死
し
ま
し
た
。
父
は
売
薬
配
置
の
仕
事
を
し

て
い
て
全
国
を
巡
り
、
母
は
早
死
に
し
た
の
で
、
長
男
で
あ
る

私
が
留
守
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
若
年
で
あ
り
商
店

に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
小
学
校
二
年
生
の
妹
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
母
の
実
家
の
祖
母
が
留
守
を
守
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で

し
た
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
徴
集
兵
で
あ
る
私
は
、
兵
隊
検

査
で
第
一
乙
種
合
格
、
現
役
と
な
り
、
翌
昭
和
十
七
年
四
月
十

日
、
富
山
の
歩
兵
第
六
十
九
連
隊
に
入
営
と
な
り
ま
し
た
。
幼

い
妹
と
留
守
宅
は
祖
母
に
頼
ん
で
の
入
隊
で
し
た
。

私
の
簡
単
な
軍
歴
は
次
の
通
り
で
す
。

昭
和
十
七
年
四
月
十
日
、
富
山
、
歩
兵
第
六
十
九
連
隊
へ

入
営
、
一
期
検
閲
後
、
同
年
六
月
二
十
八
日
屯
営
出
発
。

同
年
七
月
一
日
、
宇
品
港
出
帆
。
同
月
十
日
、
北
支
那
河
南

省
彰
徳
、
河
北
省
井
■
、
同
永
年
、
河
南
省
氾
水
等
で
作

戦
、
討
伐
、
警
備
に
従
事
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
河
南
省
氾
水
に
て
終
戦
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日
、
佐
世
保
上
陸
、
復
員
。

一
期
の
検
閲
ま
で
、
入
営
か
ら
二
ヵ
月
余
と
い
う
短
期
間
の

教
育
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
検
閲
終
了
後
、
外
泊
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
私
等
は
い
よ
い
よ
戦
地
へ
出
発
が
早
い
な
と
感
じ
て

お
り
ま
し
た
。
我
々
同
期
の
初
年
兵
は
、
北
支
組
が
先
で
中
支

が
次
と
た
り
、
我
々
は
北
支
で
す
か
ら
早
く
出
発
し
た
の
で
し

た
。




